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■概要 

■詳細 

○競合研究に対する優位性 

現在臨床利用されている蛋白尿治療薬は主に高血圧治療薬、免疫抑
制薬など全身性に作用する薬剤であるが、本技術は、蛋白尿（ネフロー
ゼ症候群）発症に直接関与する因子として特定した分子を標的とした新
規治療薬の開発である。 

○想定される実施例、応用例 

蛋白尿発症に関与することを明らかにしたシナプス関連分子に対して修
飾作用を持つ薬剤、化合物が既に特定されており、これら薬剤、化合物
が蛋白尿に対する治療薬となる可能性がある。 

■応用を期待する分野   
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製薬会社（創薬、診断法開発に向けた共同研究）、腎臓病領域、神経疾患領域 

・慢性腎不全により人工透析療法を受けている方は３０万人を超え、そ
の予備軍である慢性腎臓病患者数は約1300万人と推定されている。 
・腎臓病の主要症候である蛋白尿は腎疾患の増悪因子であるだけでな
く、蛋白尿陽性者は、脳卒中、心血管疾患の発症率が３倍以上と報告
されており、これら疾患の最も重要な危険因子である。蛋白尿に対す
る有効な新規治療法の開発は急務である。 
・腎糸球体上皮細胞（ポドサイト）に発現している神経細胞関連分子「A」 
の機能低下により蛋白尿が発症することを明らかにした。同分子は、
新規蛋白尿（ネフローゼ症候群）に対する新規治療法開発の標的とし
て有用である。また、同分子は病勢、病態鑑別の有用な指標となる。 

○今後の課題、展望 
特定した神経細胞関連分子は蛋白尿に対する薬剤開発のバイオマーカ 
ーとしても利用できる。 
蛋白尿抑制により新規人工透析導入患者数を減少させることができる。 

神経細胞関連分子「A」 の蛋白尿（ネフローゼ症候群）の 
新規治療標的分子としての有用性 

腎糸球体毛細血管の最外側に位置する糸球体上皮細胞（ポドサイト）の細胞接着装置であるスリット膜
は、血漿中の蛋白質が尿中に漏出するのを防ぐ最終バリアとして機能している。ポドサイトには、神経
細胞の細胞間接合部であるシナプスにおいて重要な役割を果たしている分子（シナプス小胞関連分子
群）が発現しており、これらの分子の機能低下によりスリット膜のバリア機能が低下し、蛋白尿が発症す
ることを見出した。特定した分子（神経細胞関連分子「A」）を標的とした新規蛋白尿治療法を開発する。 


